
知財業界 50年、 

発明くんの回想録 
発明くんが知財業界にお世話になったのが 1972年である。

本年で 50年を迎えた。発明くんが、これまで発信してきた

「知財改革」に関する能書きを「知財業界 50年、発明くんの

回想録」で、整理しながら断捨離することにした。 

この回想録は、知財業界で、お世話になった発明くん 50年

の歴史と日本アイアールの社史を重ね合わせながら、多くの人

との出会いと助けで“なんとか 50年やって来られた”という感

謝の気持ちを忘れないために書き留めたものである。また性懲

りもなく「知財改革」についての相変わらずの能書きを垂れて

いるが、お読み頂ける方がいれば嬉しい。1970年代以降、知

財業界の変わり様を、知ることも無駄ではないと思う。取り敢

えず、IPMAのホームページへ保管して置くことにした。 

（２０２３年１月 21日 発明くん） 
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